
平
成
二
十
九
年
二
月
十
三
日
提
出

質

問

第

六

六

号

安
倍
総
理
が
ア
メ
リ
カ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
離
脱
を
追
認
し
た
こ
と
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

逢

坂

誠

二
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安
倍
総
理
が
ア
メ
リ
カ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
離
脱
を
追
認
し
た
こ
と
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
九
年
二
月
十
一
日
（
日
本
時
間
）
に
発
表
さ
れ
た
日
米
首
脳
会
談
後
の
日
米
共
同
声
明
で
は
、
「
日
本
及
び
米
国

は
、
両
国
間
の
貿
易
・
投
資
関
係
双
方
の
深
化
と
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
貿
易
、
経
済
成
長
及
び
高
い
基
準
の
促
進

に
向
け
た
両
国
の
継
続
的
努
力
の
重
要
性
を
再
確
認
し
た
。
こ
の
目
的
の
た
め
、
ま
た
、
米
国
が
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
か
ら
離
脱
し
た
点
に
留
意
し
、
両
首
脳
は
、
こ
れ
ら
の
共
有
さ
れ
た
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
最
善
の
方
法
を
探

求
す
る
こ
と
を
誓
約
し
た
。
こ
れ
に
は
、
日
米
間
で
二
国
間
の
枠
組
み
に
関
し
て
議
論
を
行
う
こ
と
、
ま
た
、
日
本
が
既
存
の

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
基
礎
と
し
て
地
域
レ
ベ
ル
の
進
展
を
引
き
続
き
推
進
す
る
こ
と
を
含
む
」
と
表
明
さ
れ
た
が
、
こ
の
内
容
に

関
し
て
疑
義
が
あ
る
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

「
米
国
が
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
か
ら
離
脱
し
た
点
に
留
意
し
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
安
倍
総
理
が
ア
メ

リ
カ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
離
脱
を
追
認
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
が
、
こ
の
認
識
で
よ
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

「
両
首
脳
は
、
こ
れ
ら
の
共
有
さ
れ
た
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
最
善
の
方
法
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
。
国
民
に
分
か
り
や
す
く
、
噛
み
砕
い
て
説
明
を
願
い
た
い
。

三

「
日
米
間
で
二
国
間
の
枠
組
み
に
関
し
て
議
論
を
行
う
こ
と
」
と
は
、
日
本
が
こ
れ
ま
で
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
姿
勢
か
ら
、
二

一



国
間
の
経
済
協
定
を
推
進
す
る
こ
と
へ
転
換
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

「
日
本
が
既
存
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
基
礎
と
し
て
地
域
レ
ベ
ル
の
進
展
を
引
き
続
き
推
進
す
る
こ
と
を
含
む
」
と
は
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
。
国
民
に
分
か
り
や
す
く
、
噛
み
砕
い
て
説
明
を
願
い
た
い
。

五

安
倍
総
理
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日
の
参
議
院
本
会
議
で
「
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
自
由
で
公
正
な
貿
易
の
重
要

性
に
つ
い
て
は
認
識
し
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
が
持
つ
戦
略
的
、
経
済
的
意
義
に
つ
い
て
も
腰
を
据
え
て
理

解
を
求
め
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
日
米
共
同
声
明
で
「
米
国
が
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
か
ら

離
脱
し
た
点
に
留
意
」
と
表
明
し
て
い
る
以
上
、
日
米
両
国
の
事
情
が
変
化
し
、
安
倍
総
理
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
持
つ
意
義
に

つ
い
て
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
理
解
を
求
め
る
こ
と
は
断
念
し
た
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


